
The Japan Association of College English Teachers (JACET)

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Assoolatlon 　of 　College 　Engllsh 　Teaohers 　（JACET ｝

大学英 語 教育学会 中国 ・四 国支部研 究紀要

JACETLCSCRB 　2009 ，　Vol．6，
　pp．69

−81．

ク ラス 内の 動機づ けが 低い学習者の動機づけを高め る実践研 究

田中　博晃 （広島国際大学）

Abstract　This　stUdy 　airns　tO　erihance　stUdents
’ intrinsic　motivaUon ．　EspeciaHy　I量）cus 　on

the　stUdentS 　whose 　classr ｛）om 　motivation 　is　lew．　The　purposes　of 血is　study 　are　as　ibllows：

tO　enhance （1）inhinsic　motivation 　to　liste1血 9　activity ；（2）int血 sic　motivation 　te　speaking

activity ；（3）jnt血 sic　classroom 　motivation ；and （4）intrinsic　trait　motivation ．　This　study

  er　explores 　facilitating　factors　of　h血 血sic　motivation 　血　血 ee　levels．　 Possible

implica廿ons 　ofthe 　fesults 　and 　several （  ｝dons　f（）r　fUture　research 　are　suggested ．

0，は じめに一問題の 所在 一

　近年 の 動機づ け研究で は ， 動機づ けを理論的に記述するだけで はなく， 動機づ けを高め る とい

う実践的な研究が少 しず つ 増 えて い る。 これは Gardnerらに よる杜会心理学の 視点 による統合的

動機づ けの 理論研究 （例えば Gardner，　1985）に対する ア ン チテ
ーゼ として生まれ た教育現場を重

視 した研究 （例えば，Crooks＆ Schmidt
，
ユ991）の 流れ を受けて い る 。 1990年代は統合的動機づ け

以外 の 動機づ け概念を探索す る研究 （例 えば D6myei
，
1998）が 主流 とな り， 2000年代に入 る と，

実際 に 「動機づ けを高 め る方略」（Motivationai　Strategy）（注 1）を提案す る研 究 （例えば D6myei，2001）

が増加 して きた 。 しか しこれ らの 提案 された方略 は ， 単なる方略の リス トア ッ プ に過 ぎず ， その

方略の 有効性 の検証が行 われ て こ なか っ た。その た め ， 近年 は動機 づ けを高 める方略の 効果検証

を行 う研究 （例えば ， 田中 ・廣森，2007）がみ られ る。 こ うした研究は近年の 英語教育にお け る動

機づ け研究の ひ とつ の 流れ に な りつ つ あるだけで なく，教育現場で実際 に学習者 の 動機づ け の 低

さに悩む教員の ニ ーズ にも答 えるもの で あ る。 この こ とか ら， 動機づ けを高める方略の 効果検証

研究は ， 研究 と実践 を結ぶ性 質をも有 して い る と言 えよ う。

　 しか し ，
こ の 動機づ け を高め る研究は発展 途上段 階で あ り，現状で は多 くの 課題 を抱 えて い る 。

本 論で は，以 下の 3点 を指摘 した い
。 第 1点 目は ，研究蓄積の 少 な さの 間題 ， 第 2 点 目は動機づ

けを高め る ターゲ ッ ト層の 絞込み の 問題 第 3 点 目は動機づ けの 定義の 問題で ある 。 本論で は ，

上述 の 3 点の 課題 に沿 っ て先行研究 を概観 した 後に，方略の 効果 を検証す る調査を行 い
， そ の 結

果を報告す る 。
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1．背景

1．1　動機づけ を高め る研究

　動機づ け を高め る研究で は ， 教育現場 の 多様な教育実践をカ バ ーす るほ ど研究蓄積が十分 とは

言い がた い 。 これ は研 究数の絶対的な少 な さに 比 例す る問題 で ある 。

　 日本 人英語学習者を対象に行 われた動機 づ けを高め る研究例は 限 られて い るが ，その 1つ とし

て ，菊池 ・中山 （2006）が 挙げ られ る 。 菊池 らは 中学 3 年生 241 名 を対象に外国映画の リス ニ ン

グが動機づ けに 与える影響を検証 した 。 そ の 結果 ， 外 国映画の リス ニ ン グは，リス ニ ン グ教材 へ

の 興味を高め，学習者の 自主学習行動を促 し， リス ニ ン グに対す る積極的感情を喚起 し ， リス ニ

ン グへ の 不安を低減 した と い う結果 を得た。他には ， 授業の 主体を学習者同士 の グル
ー

プ活動 と

し，学習者に協力 させ て プ レ ゼ ン テ
ー

シ ョ ン を行わせ る とい うプ ロ ジ ェ ク ト型の 授 業が動機づ け

に与 える影響を検討 した研 究 （廣森 ・田中 2006，田中 ・廣森 2007） もある 。
こ の 研究で は ，日本

人大学生 と高校生の 内発的動機づ け を高め るこ とに成功 して い る 。 Hiromori（2006）は，セ ル フ ・

モ ニ タ リン グを取 り入れた ライテ ィ ン グ活動に よ っ て ，日本人大学生の 内発 的動機づ けを高める

研究例 を報告して い る 。

　これ ら の 研究は，動機 づ けを高 める方略 を提案 し ， 実際の 学習者の 動機づ け を高める こ とに主

眼を置い て い る の で ， 教育現場へ の 研究成果の 還元性が極めて重視 され る。 しか し Guilloteaux＆

D6rnyei（2008）が指摘する よ うに，現状で は研 究の 絶対数，そ して効果が確認 されて い る方略の 数

が少 ない
。 実際の 教育現場に結果を応用するには ， 多様な授業運営の形式に 対応で きる よ うに，

方略の 数を増や しなが ら，さらに それ らを具体化する必要が ある。その た め ，さらなる研究蓄積

が 必要 と考 え られ る。

1．2　動機づけを高め るタ
ー

ゲッ ト

　第 2 点 艮の 問題 点として ， 動機 づ けを高め るタ
ー

ゲ ッ ト層 の 絞 り込みが挙 げられ る。こ れは個

人差の 問題に含 まれ る課題で ある 。 教室に は多様な特性を持 っ た学習者が存在し ， それ らを
一
括

りに動機づ けを高め る方略を考案す るだけで なく，個人差に焦点を当て ，ある特定の 学習者群の

動機づ けを高め る方略を考案す る こ とも重要で ある 。 前節で 挙げた研 究は ， ある特 定の 個人差特

性を持つ 学習者の 動機づ けを高め る ために 方略を設定 した訳で ない
。 調査対象 に なっ たク ラス 全

体で の 動機づ けを 高め よ うとす る試みで あ り，個人差は前者の 研究の 一
環 として扱われ て い た 。

　
一方で ，実際に教育現揚 で教授活動 を行 うと， ある特 定の 学習者群 の 動機づ けを重点 的に高め

る必要性 も生 じる 。
つ ま り 目の 前で 生 じた 問題 点 に対 して ，

ピ ン ポイ ン トで対処 を行 う場合で あ

る。今ま で の 研 究は ク ラ ス 全体で方 略の 効果 を検証 し，そ の 後，クラ ス ター分析 な どで 学習者の

群分 けを行 い ，方略 の 効果 を細分化 す る手続 きが取 られ た 。
こ れ は調査の 前に群分 けを行 うの で

は な く，実践終了後 の 分析毅 階で 方略の 効果 を細分化 して い る に過 ぎない 。 こ の よ うな研 究に加

えて ， ある特定 の 学習者群 を初 めか らターゲ ッ トに設定 した E で ， そ の 学習者の 問題 を解決す る

方略 を設 定し，効果検証 を行 う研究も，教育実践の 上で は 重要 だろ う。
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1．3 動機づけを捉える多様な視点

　第 3 の 問題点 は動機づ けの 定義で ある 。 動機づ けを高め るこ とを目的に した先行研究は ， 内発

的動機づ けを高 めるこ とに主眼 を置 く。 しか し内発的動機づ けとい っ て も， その 内実は複雑で あ

る。ある特定の 授業活動 に対す る内発 的動機づ けもあれば，英語授業 へ の 内発的動機づ けも ， ま

た英語学習全般 へ の 内発的動機づ け もある 。 動機 づ けを高め る こ とを 目的と した先行研究で は，

内発 的動 機づ け を 特定の 状況 に特化 しない もの ，い わ ゆる 「特性 と して の 動 機 づ け」 （trait

motivation ，　Gardner＆ Tremblay，　1998）として捉 えてい る。これ は ， 多様 な学習状況 を
一

元化 し ， 学

習者の英語学習全般を対象に動機づ けを捉 えるア プ ロ
ーチで あ る。

　 しか し，
こ の ア ブ m 一

チ は英 語教育実践へ の 応用 とい う点で，以下の 問題点が指摘で きる 。 例

えば ， 教師が文法事項 を解説す る時は全 く興味 を示 さない 学習者 がい た と仮定す る。 とこ ろが，

ア クテ ィ ビテ ィ形式で文法事項を習得する コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン ・タス ク を行 うと， その学習者は，

とたん に積 極的に授業に取 り組 んだ とす る。で は，こ の 学習者の 動機 づ けを従来の 状況 に依存 し

て い ない 特性的な動機づ けで捉 えよ うとした場合 ， この学習者は意欲的か ， そ うで は ない か ？

　 こ の よ うに多様な学習状況を
一

元化 して しま うと，そ の 細部に隠れて い る学習者の 動機づ けを

見逃 して しま う。学習者の 動機 づ けに関連 した現象をキ メ細や かに捉 えよ うとす ると，英語 の 授

業に特化 した動機づ け とい う視点 もあれば ， よ り焦点 を絞 り込 んだ，ある特定 の タス クに特化 し

た動機づ けとい う視点もありえ る。 動機づ けは 多元的な概念で あるとい う前提に立て ぱ，研究や

実践の 関心に応 じ て 現象を包括的に捉 えた り， 重層的に捉 え た りする戦略的な選択が 可能 となる 。

そ こで本研究 で は ， Va！lerand　and 　Ratelle（2002）に よる 「階層モ デル 」 （hierachical　model ）を応用

する 。 こ れは，動機づ けの 対象の
一

般性に着 目し，最も
一
般性が低い 対象を扱 う動機づ けを 「状

況 レ ベ ル 」CsitUationα〃evel），最 も
一

般 性が 高い 対象を扱 う動機づ けを「包括 レ ベ ル 」（gieba〃evei），

そ し て
， その 中間の 「コ ン テ ク ス ト・レ ベ ル 」 （eontextuallevel ）と して ，3 つ の レ ベ ル に細分化 し

て い る 。

　こ の 発想を応用 し，本研 究で は
， 内発的動機づ けを以下の 3 つ の レ ベ ル に細分化する 。 第 1に

比較的
一

般性 の 低い ミク ロ レ ベ ル の 内発的動機づ け として ，リス ニ ン グ活動や ス ピーキン グ活動

とい っ た授業活動 レ ベ ル に特化 した 内発的動機 づ け （以降 ，
「ス ピーキン グ活動 へ の 動機づ け」，

「リス ニ ン グ活動 へ の 動機づ け」）， 第 2 に
一

般性 の 高い マ ク ロ レ ベ ル の 内発 的動機づ け と して特

性 レ ベ ル の 内発的動機づ け （以 降，「特院と して の 動機づ け」）， 第 3 にそ の 中間レ ベ ル の 内発的動

機づ けで ある，英語授業 レ ベ ル の 動機づ け （以降，「英語授 業へ の 動機 づ け」）， とい う3 つ の レ ベ

ル の 内発的動機づ け を扱 う。こ れ らの 関係 を図示 した もの が図 1 で あ る 。
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昆
　 　

　 　

  、

レベ ノレ

図 1．3 つ の レ ベ ル の 内発的動機づ け概念 の 図式化

1．4　問題 点の克服

　以 ．ヒの 3 点の 先行研究に おける問題点を克服す るため，本論は動機づ けを高め る方略の 効果検

証を行 う実践研究の 1つ とし て位置づ ける 。 動機づ けを捉 え る視点を多様 化 させ るため ， 本論で

は 内発 的動機づ けを 3 つ の レ ベ ル に分けて定義す る。それ は，授業活動 へ の 動機づ け （ス ピー
キ

ン グ活動 へ の 動機づ け と リス ニ ン グ活動 へ の 動機づ け）， 英語授業へ の 動機づ け，特陸とし て の 動

機 づ け，で あ る 駐 2）。さらに動機 づ けを高める タ
ーゲ ッ ト層 と して ，ク ラス 内に必ず存在す るで

あろ う動機づ けの 低い 学習者群 とする （注 3｝。

　なお本論で は動機づ けを高め る要因 として ， 自己決定理論 （Seif−determination　theory
，
　Deci＆ Ryan

，

2002
， 以 下 SDT と略記）に 沿っ て 「自律性 の 欲求」 （the　needfoff 　autonomy ，以下，自律 陸と略記），

「有能性 の 欲求 1 （the　need ／
tor

　competence ，以下，有能性と略記）， 「関係性の 欲求」 （the　need 　for
relatedness

， 以下 ， 関係性 と略記） とい う3 つ の 要因を設定する （注 4）。

2．目的

　本研 究 の 目的は ， クラス 内に存在 す る内発的動機づ けの低 い 学習者の 内発的動機づ けを高め る

教育的介入 を行い ，その 効果 を検証す るこ とで あ る。具体的には以 下の 4 点で ある。

　 L ク ラス 内の 動機 づ けの 低 い 学習者の ス ピーキン グ活動 へ の 動機づ けを高める。

　 2．ク ラ ス 内の 動機 づ けの 低い 学習者の リス ニ ン グ活動 へ の 動機 づ けを高める 。

　 3．クラス 内の 動機 づ けの 低 い 学習者 の 英謝 受業へ の 動機づ けを高める。

　4．ク ラ ス 内の 動機 づ けの 低い 学習者 の 特性 として の 動機づ けを高 める 。

3．方法

3，1　 調査協力者

　 調査 協力者は広 島県内の 大学生 52 名 の うち ， 特性 と して の 動機づ け と英語 授業へ の 動機づ け

が共に低 い 学習者 9名 とす る 。 調査は 1年次の 後期に行 っ た 。 調査 は教養科 目の 英語の 必修授 業
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の 中で行 っ た 。
こ の 授業は リス ニ ン グ活動 を中心に ， 学習者の コ ミュ ニ ケーシ ョ ン 能力の 育成を

目指す もの で ある 。

　調査協力者 は第 1 回の 授業で 行 っ た質問紙調査 〔注 5＞結果 ， 特性 として の 動機づ け と英語授業

へ の 動機づ けが 7件 法 （1 を 「ま っ た く違 う」，7 を 「ま っ た くその通 り」）で 4未満 の 学習者で あ

る 。 各尺度は 次節で述 べ る尺度を用い た 。

　調 査協力者の 特徴を記述する と， 特 性と して の 動機づ けは M ＝3．08，SD　＝　1．01， 英語授業 へ の

動機づ けは M 諞250 ， SD　＝ 　O．89で ある （注 6）．こ の こ とか ら，調査協力者は特性 として の 動機づ け

がやや低い 程度で あるが ， それ と比較す ると英語授業 へ の 動機づ けが よ り低い 学習者で ある。
一

方，調査協力者が入学時に受験 した TOEIC の 平均 ス コ ア は 513．3 点で あ り， 学力は大学 1年生に

しては
一

定の 水準に達 し て い る。以上 の こ とか ら，調 査協力者は比較的英語力 はあるもの の ，大

学での 英語授業へ の意欲を無くして しま っ て い る傾 向が強 い 学習者 と言えよ う。

3．2 測定

　 各動機 づ け概念 の 測定 には 7件法 の 質問紙 を用い た 。 質問紙 は 3部構成で ， 第 1部 が動機づ け

に 関する項 目， 第 2部が 3欲求に 関する項目， 第 3部が 自由記述で構成 されて い る。

　 第 1 部は，特性 と して の 動機づ け，英語授業 へ の 動機づ け ， リス ニ ン グ活動 へ の 動機づ け ，
ス

ピーキン グ活動 へ の 動機づ け ，
の 4 つ の 概念を測定して い る （注 7）特性 として の動機づ けは 田中 ・

前 田 （2004）の 尺 度か ら用い た 。 質闇項 目は 4 項 目 （例 えば
，

「英語を勉強 して い る時に
，

「あ っ

そ うか 」 や 「なるほ ど」 と思 うよ うな発見が ある。」 「英語 を勉強するこ とで ， 初めて気づ くこ と

が ある と嬉 しい 。」）で ある （α ＝，84）．英語授 業 へ の 動機 づ けの 測定 には 田中 （2005）の 質問項目

を改良 した尺度を用い た （α　・＝　．86）。 質問項 目は 「英語の授業は ，お もしろ い と思 う。」 「英語 の 授

業は ， 楽 し くて 時間が過 ぎる の が早 い と感 じる
。 」 など の 4 項 目で あ る 。 学習活動 レ ベ ル の 動機づ

けを測定する項 目は新たに作成 した。 リス ニ ン グ活動 へ の 動機づ け （α r73 ）は 「英語の 授業で

は，リス ニ ン グの 時は集中で きて い る。 」「英語の 授業で は，英語 を聞き取ろ うとが ん ばっ て い る 。 」

などで ，
ス ピー

キ ン グ活動 へ の 動機づ け （α ＝．86）は 嘆 語の 授業で は，ス ピー
キ ン グに集中で

きて い る。」 「英語 の 授業では ， 英語 を話そ うとが ん ば っ て い る。」 な どで ， 共 に 3 項 目で ある 。

　 第 2 部は 3欲求 に 関す る質問項 目か ら構成 されて い る。質 問紙 は 田 中 ・廣森 （2007）を参考に ，

各 4 項 目か ら構成 されて い る。自働 生 （例 えば ，
「英語の 授業で は，先生 は私た ちの 授業に関する

意見 を尊重 して くれてい る と思 う。 」 「英語の授業で は，授業の 進め方の 希望な どを ， 先 生に伝え

る機会が与え られ て い る と思 う。 」，α ＝ ．62），有能性 （「英語 の 授業で は ，
fで きた」 と い う達成感

が得 られ る と思 う。 」 「英語の 授業で は ，「よ くがん ばっ た」 とい う満足感が得られ る と思 う。」，α

＝．89），関係性 （「英語の 授 業で は，同 じ教室の 仲間 と仲良 くや っ て い る と思 う。 」 「英語 の 授業で

の グル ープ活動 ・ペ ア ワ
ー

クで は ，協力 し合 う雰囲気 が ある と思 う。 」，α
＝．98）で ある。

　第 3 部は 自由記述 で ， 学習者の 英語 の 好きか嫌い か を問い
， そ の 理 由を記述 させ た 。
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3，3　手順

　質問紙調 査 ， お よび介入 は通常の 授業時間内に実施 した 。 後期 15 回 の 授業の 内， 初回 と第 8

回の 授 業時間に それ ぞれ質問紙調査 を行 い
， そ れ をプ レ 測定とポ ス ト測定 とみ な した 。 第 1回 の

授業は調 査に加えて，授業 の 進め方 の 説明，CALL 教室の 機器 の 使用の 説 明 ， 課題の 提出方法な

どの 説 明を行 い
， 具体的な介入実験は第 2 回の 授業か ら行われた 。 質問紙調査の 所要時間は 15

分程度で あ っ た。得 られ たデータの 分析 には ，SPSSl5 ．O　J を用い た。

3．4　動機づけを高める方略の選択

　動機づ けを高め る方略の選択の 際，方略 を理論的 に導 き出す トソ プダ ウン 的手法もあれ ば，質

的なデー
タ を用い て 学習者の 現状を細か く記述する とい うボ トム ア ッ プ的手法 も可能で ある。本

調査 で は，学 習者 の 自由記述デー
タ な どの 質的デー

タか ら方略を選択す るボ トム ア ッ プ方法 を採

用 した 。 こ の 方法 の メ リ ッ トは，よ り学習者の 実態を反映 した方略が 選択 で きる こ とで ある 。 自

由記述データの 分類におい て は ， 学習者 の 記述 をアイデア ユ ニ ッ トご とに分割 した 上で ，学習者

の 記述 に基づ い て カ テ ゴ リ
ー

作成を行 っ た 。応用言語 学の 知識 の ある教員 1 名 と著者 との 合議 で ，

最終カ テ ゴ リ
ー

の 決定 と分類 を行 っ た。

　その 結果 ， 表 1 の よ うに 自由記述 デー
タ をまとめ た 。 最 も頻度が高い 記述は 「楽 しくない ・興

味を持 て ない 」に 関 してで あ っ た。6 つ の 回答の 内，5 つ が 英語学習に対 して興 味や楽し さを感 じ

るこ とが で きない
， とい う否定的な内容で あ っ た （表 1の 大 カテ ゴ リー 「楽 しさ ・ 興味」を参照）。

こ の こ とか ら， 英語学習に対 して 楽 しさや興 味が もて る教材や授業運営方法が，彼 らの動機づ け

を高め る こ とに有効で あ る考え られ る 。 ま た ，英語 が 「分か らない ・不得意」 と い う記述が 3 件

あ っ た （表 i の 大カ テ ゴ リー 「分か らない ・不得意」 を参照）。そ こ で学習者が 英語 を分か っ た時

の 知的な喜びが感 じられ ， 不得意感を減 らすために は ， 以 下の 2 つ の方法が考え られ る 。 1 つ 目

は ，教材の 難易度を下げる こ とで ，容易に達成感を得 られ るよ うに する方法で ，2 っ 目は 教材の

難易度を上げ てチ ェ レ ン ジ ン グなタ ス クを 与え ， それを達成 させ るこ とで ， 成功体験 を得 られ る

よ うにする方法で ある。調査協力者は，英語学習に対 して 不得意感を持 っ て い るが，TOEIC の 平

均 ス コ ア を考える と， 決 して英語 が で きない 学習者で はない ．その た め難易度を下げる方法を取

る と ， 調査協力者 は 「こ の 授業は簡単だ」，「ま じめに取 り組 まな くて も単位が取れ る」，な ど と錯

覚 させ て しま い
， 授業 へ の 積極的取 り組み を阻害す る可 能性 があ る 。 そ こ で ，こ こ で はチャ レ ン

ジ ン グなタ ス ク を与える後者 の 方が動機づ けを高め るには有効 で ある と判断 した。

　 以上 の 点を踏ま える と ， 学習者の 興味 ・関心を惹 きつ ける と同時に，学習者 に とっ て チ ャ レ ン

ジン グで あ り，成功経験の 得 られ る よ うな教材 と授 業活動が 必要で ある と判断 した。そ こ で ， コ

ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 活動の 教材に外 国の 映画 ・ドラ マ の ワ ン シ ーン を用い る こ とと した。外国の 映

画 ・ドラ マ は，通 常の 教材 よ りも学習者に 聞 くこ と， 話す こ とへ の 興味関心 を持たせ る こ とが 可

能 だ と考え られ る 。 同時に 自然な速度で 話 される英語 を聞き取 る とい うチ ャ レ ン ジ ン グな難 易度

で もある と言え よ う。
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表 1．学習者 の 自由記述 データの 分類結果

カテ ゴ リー

大 小 蹴 記述例

楽 し さ

興 味

楽し くない ・

興味を持て ない

　　 ・あま り　「楽 しい 」 と思 う瞬間が ない か ら。
5
　　 ・自分の 興 味が もて ない 分野で ある。

うれ しい
　　 ・映画など観て る ときに今まで習 っ た こ との ある単語などが聞
1
　　　き取れて意味がわか る とうれ しいか ら。

分 か らない

　不得意

　　 ・得意ではない か ら英語が書け弌 聞き取れず， 簡単な文なら読め

3　　 る力灘 しくなるとわか らなくなるから。

　　 ・ あま り得意で はない か ら。

日常生活への 応用 1　 あま り日常に生 かせ て い ない と思 うか ら。

そ の 他　　 母語 との 違い 1　 H本語 と文法 も違 う。

英単語 1　 単語 も覚えなけれ ばな らない か ら。

　そ の 他の カ テ ゴ リー内の 記述に 「日常生活 へ の 応用」 に関す るもの が あっ た
。 学習者に と っ て

学習内容に有用 さを見出させ る こ とは，動機づ けを高める点に おい て重要で ある （Schunk，　Pintrich，

＆ Meece
，
2007）。よ っ て ，外国の 映画 ・ドラマ 教材は で きる だけ，日常生活を題材に した ドラマ ・

映画 を用い た。 ドラマ は Friends
， 映画は Keeping　the　Faithを用 い た 。 また ， 授業で は ， 日常生活

で使われるフ レーズ が 多く出て くる シ ー
ン を重点的に取 り上げた 。

　また授業運営は SDT の 理論 的枠組み に合致するよ うに，コ ミュ ニ ケーシ ョ ン 活動 を工 夫 した 。

詳細は次節で 記載する 。

3．5 授業内容

　 こ こ で は ，具体的に どの よ うな指導を行 い
， それが動機づ けを高め る要因で ある SDT の 3 欲

求に 関わ っ て い る の か を述べ る 。

　 教材プ リン トを毎週 1枚ずっ 配布 し，それ に沿っ て授業を行 っ た。言語材料 を機能別 に配置 し ，

授業で は 自己紹介 ・友 人を紹介す る表現 ， 人の 性 格を描写す る表現 ， 人の 見た 目を描写す る表現

誘 う ・待 ち合 わせ る表現 ， 買い 物をする表現，レ ス トラン を選ぶ表現， レ ス トラン で 注文する表

現 ， な どを扱っ た。授業の 始め に重要表現を学習 した後 ， それ を使 っ た ス ピー
キ ン グ活動や リス

ニ ン グ活動を行 っ た c
ス ピーキン グ活動 の 際は ， 外国 ドラマ ・映画の シ

ー
ン を基 に作成 したモ デ

ル ・ ダイ ア ロ グを提示 し ， それ に沿 っ て 会話の 練習を行 っ た。 リス ニ ン グ活動 は，学習 した言語

材料 が用 い られ てい る外国 ドラマ ・映画の シ
ー

ン を使 っ た。宇幕 を消 した状態で リス ニ ン グを行

っ て ， 大意把握問題 を行 っ た後，デ ィ クテ
ーシ ョ ン活動 を行 っ た 。

　 こ の 活動 と 3欲求の 関連で あるが ，まず 自律 性に関 して は ， 授業の 中で学習者の ペ ー
ス で学習

で きる よ うに配慮 した 。 特に リス ニ ン グ活 動時は ， 各学習者に割 り当て られ た パ ソ コ ン を使 っ た 。

ネ ッ トワ
ー

ク上 に音声フ ァ イ ル を事前に用意 し，授 業時間内で 学習者にそ れ をダウン ロ ー ドさせ

た。その 後 ， 各パ ソ コ ン に付い て い るヘ
ッ ドセ ッ トを用 い て リス ニ ン グ学習 を行 わせ た 。 これ に
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よ り，学習者は 聞き取 りに くか っ た箇所を何度も繰 り返 して 聞くこ とがで き ， 自身の リス ニ ン グ

カに合わせ たペ ース で の 学習が可能にな っ た。また音声フ ァ イル は学習者個人 の USB メ モ リに保

存させ る こ とで ， 自宅で の 自主的学習 も可能で ある。ス ピーキ ン グ活動で は ペ ア活動を 中心 に タ

ス ク活動を行 っ た。ただ ペ ア に よっ て タス クをこ なす ス ピー ドに差がある こ とか ら，早 く終わ っ

た ペ ア には応用 タス ク も準備 し ， 各ペ ア の 学習速度に あわせ て学習活動 が進 め られ る よ うに した 。

　有能性 に 関して は，外国 ドラ マ ・映画 の リス ニ ン グとい う難易度 の 高い チ ャ レ ン ジ ン グな課題

を与 え ， それ を達成す る こ とで達成感や有能感を感 じ られ るよ うに配慮 した。外 国 ドラマ
・映画

は 自然な速度で英語が話 され るた め，速度に慣れ るまで は，か なり難易度の 高 い 活動 で ある。 し

か し
， 実際に会話 で使 われ て い る語や表現 は学習者が中学や高校で既習済みの もの が多い 。 また

学習者に とっ て薪規 学習事項 を事前 に授業で取 り扱 うこ と で ， リス ニ ン グを行 う場面に未習事項

が含 まれ ない よ うに した e ス ピ
ー

キン グ活 動で は ， 重要表現 を単に提示す る の で は な く， 会話の

流れ の 中で どの よ うに表現す ると英語 らしくな るかや ， 日常の 何気な い 言葉を英語にす る とどう

な るか ， と問 うなど ， 学習者の知的好奇心 を喚起するよ うに指導 した 。

　 関係性の 欲求に関 して は ，

ペ ア で の ス ピーキン グ活動を主にす る こ とで ， 学び 合 う雰囲気 を作

る ように した。 座席 は第 ユ回 の 授業で学習者 の 友人同士 で座 らせ ，そ の 後は そ の 席に固定した。

座席の 隣同士 で ペ ア を組 ませ
， 仲の 良い 友人 同士 で の ス ピーキ ン グ活動に よ っ て

， 英語を話 しや

すい 雰囲気 になるよ うに工 夫 した。ペ ア活動 中は ， 教員は机間巡視 を行い
， 適宜 ， 学習者 にア ド

バ イ ス を行 っ た 。 リ ス ニ ン グ活動中は ， 学習者が パ ソ コ ン を使 っ て の 個人学習の た め ， ク ラ ス メ

イ トとの 関わ りはなくなる。 しか し教員が机間指導を行 っ て ，学習者の 誤 りやつ まずきに対 して

ア ドバ イス を与え るこ とで ， 教員に質閤しやすい 雰囲気を作 り，関係性の 欲求に配慮 した。

4．結果

4．1 記述統計量

　調査協力者の 動機 づ け，及 び 3 欲求の 記述統計量 ， そ して それ らの プ レ測定か らポ ス ト測定に

か けて の 変化をま とめた もの が表 2 で ある。

　授業活動 レ ベ ル の 動機づ けで は ， リス ニ ン グ活動 へ の 動機づ け （Mdif1　LO7），ス ピ
ー

キ ン グ活

動 へ の 動機づ け （晦
二 1．00）の 共 に顕著な上昇がみ られ た 。 よ りマ ク ロ な授業 レ ベ ル の 動機づ け

に お い て も ， 比 較的高い 上昇 が見 られた （Mdar＝　O．50）。

一方 ， 最 も マ ク ロ で 特 性的な動機 づ けで

あ る ， 特性 として の 動機づ けにおい て は，ほ ぼ無変化で あ っ た （煽
＝ 0．08）。

一
方 ， 3 欲求は 自

律 1生 （臨 ザ 0．64）と関係性 （嶋 广 0．61）が高 ま っ て お り ， 自律性 （Md ，ff
＝

　O．11）は微増で あっ た 。

　以上 の 記述統計量の 検討か ら ， 本調査で 行 っ た教育的介入 の 効果に よ っ て調査協力者 の 英語授

業 へ の 動機づ け， リス ニ ン グ活動 へ の 動機づ け，ス ピ ー
キ ン グ活動 へ の 動機づ けの 3 つ が高ま っ

た こ とが示 され た 。
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表 2，動機づ け と 3欲求の 記述統計量

M （SD）
Md ，ff

Pre Post

物性と して の動機づ け

リス ニ ン グ活動 へ の 動機づ け

ス ピーキン グ活動 へ の 動機づ け

英 譜授業へ の 動機づ け

自律性

有能性

関係性

3．08（1．01）

4．22 （1．14）

352 （1，12）

2，50（0．89）

3．03（0．88）

2．89（L18）

3．72 （1．77）

3．17（0．48）

5．30（L36）

4．52 （1．04）

3．00 （O．72）

3．67（1」5）

3．00 （0．89）

433 （1．19）

0．08（0．72）

1．07 （0．78）

1．00（L31）

O．50 （0，70）

0．64（0．70）

0．11 （0．87）

0．61（L24＞

4．2　相関関係の 検討

　次 に ，
これ らの 動機づ けの 変動に，3 欲求 の 変動が どの 程度関連 して い るかを ， 相関係数 を基

に検討 した （表 3 参照）。 ただ し， 有能性 と特性 として の 動機づ けはプ レ測定か らポス ト測定にか

けて ， ほぼ無変化で あっ た こ とか ら， 今回の 検討か らは除外 した 。

　相関係数は動機づ けの 変動 と 3 欲求の 変動 の 関連性 を検討す るこ とを 目的として い る の で ， そ

れぞれの 平均値の変化量 を基 に相関係数を算出した。具体的に は ，ポ ス ト測定の 平均点か らプ レ

測定の 得点を減 じる こ とで変化量 とみな した。

　相関係 数を検討 した結果 ， リス ニ ン グ活動 へ の 動機 づ けは ， 関係性 と正 の 相関関係に あ り （r

＝．3ヱ）， 自律性とは小 さな相関で あ っ た （r − ．17）。
ス ピー

キ ン グ活動へ の 動機づ けは，関係性 と

強い 相 関関係 にあ り （rr67 ），自律性 とはやや負の 相関関係に あ っ た （r ＝＝一．25）。英語授業へ の 動

機づ けは ，関係性 と正 の 相関 （r ＝ ．30）， 自律性 とはほ ぼ無相関で あ っ た （r ＝　．03）。

表 3．動機づ け と 3欲求の 変化量 の 相関係数

特性 リ」k：：ン グ　 ス ヒ繍 ン グ　　 授業 自律性 　　有能性 　　関係性

特性 として の

動機 づ け

リス ニ ン グ

ス ピ
ー

キ ン グ

授業

自律性

有能性

関係性

．42

．30

．36

−．37

，3721

．73

．56

．17

．68

，31

．76

−．25

．40

．67

「
」

30

0

43 ．49

−．47 ．09
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5．考察

　本調査 の 結果 をまとめる と， 以 下の 4 点で ある 。

　第 1に海外 の 映画や ドラマ 教材を使 っ た コ ミュ ニ ケー
シ ョ ン 主体の 授業活動とい う方略に よ っ

て ，学習者の 3 欲求の 中で 自律性 と関係性 が上 昇 した。有能性 はプ レ測定か らポス ト測定におい

て微増 して い るもの の
， 大 きな上昇で は なか っ た 。 以 上 の こ とか ら，本研究で取 り入 れた動機づ

けを高め る方略は，動機づ けを高め る要因で ある 3欲求を概ね高めるこ とが で きた と言 え よ う。

　第 2 に 3欲求 の 充足に よっ て ， 学習活 動 レ ベ ル の 動機づ けが高ま っ た 。 リス ニ ン グ活動 へ の 動

機づ けは Md
，V
・・

　1、07，ス ピーキ ン グ活動 へ の 動機づ けは 崎 ザ LOO で あ っ た 。 本調査で は動機づ

けを高め るターゲ ッ ト層 を絞 り込ん だ こ とで調査協力者数が少 ない ため
， 平均値の 差 の 検定はお

こな っ て い ない
。 しか し 7件法の 動機づ け測定にお い て ，動機づ けの 上昇が 1．OOを超 える こ とは ，

極め て 大きな上昇と判断で き る。 例えば
， 廣森 ・

田中 （2006）は グル ープで の プ ロ ジ ェ ク ト型学

習を動機づ け を高める方略 として取 り入れた介入型調査 を行い
， 内発的動機づ けを高めるこ とに

成功 して い る。その 変化 値は 7 件法 で Mdiv・・＝
　O．54 で あ る。

　 リス ニ ン グ活動 へ の 動機づ けの 上昇 に貢献 したの は関係性で あ り （r ＝．31），自律性 と の 関連は

小 さか っ た （7 − 」7）。
ス ピ ー

キ ン グ活動へ の 動機づ け の 上昇に貢献 したの は ， 同様に 関係性 で あ

り （r　・＝．67）， リス ニ ン グ活動 と同様 に 自律性の 動機づ けを高め る役割は確認 され なか っ た （r ＝

一．25）。

　 また 授業 レ ベ ル で の 動機 づ けで ある 英語授 業 へ の 動機づ け も教 育的介入 に よっ て 高ま っ た

（M ！d，ff
− 050）。

こ の 英語 授業 へ の 動機づ けの 上 昇 に貢献 した の は ， やは り関係性で あ り （r ＝・30），

自律性は 無相関関係 にあ っ た （r ；．03）。

　 こ の よ うなこ とか ら，英語 の 授業に対 して 意欲的で ない 学習者に とっ て は，関係性 の 欲求が非

常に重要で ある こ とが示 された。関係性 とは，ク ラス の 雰囲気 とも言い換 え可能で あ る。つ ま り，

英語 の 授業に対 して意欲的で ない 学習者 に とっ て は ， クラス メイ トや教師 との 人間関係が ， 授業

活動へ の 動機 づ けに大きな影響を 与えて い る可能陸が指摘 され る。こ の 授業の ス ピ
ー

キ ン グ活動

は 主に ペ ア ワ
ー

クで行 っ た 。 仲の よい クラス メイ ト同士 の 会話に よ っ て ， 調査協力者は英語 を話

す こ とへ の 抵抗感を持たずに授業に取 り組 めた と考え られ る。ま た リス ニ ン グの 際は ， 担 当教員

が机 間巡視指導 を行い ，つ ま づ きの 見 られ る学習者に個別 にア ドバ イ ス を行 っ た 。 こ の よ うな要

因が授 業へ の 動機づ けが低い 学習者に効果 的に機 能 した 可能性が ある。

　一方， 自律性の 欲求 は ， 授業活動へ の 動機づ け と弱い 不の 相関関係 ，あるい は無相関関係に あ

っ た。 これ は予備調査 の 段階で 学習者が英語が 「分か らない ・不得意」 と述べ た よ うに，学習者

の 不得意感が背景 に ある と考 え られ る。学習 を 自律的に進 めるに は，学習者が英語学習に対 して

ある程度 の 自信 を持 っ て い る必要が あ ろ う。本論 の 調査協力者の よ うに，動 機づ けが低 く， 不 得

意感を持 っ て い る学習者 に とっ て は，自律学習支援が 必ず し も動機づ け の 上昇に は つ なが らなか

っ た可能性が示 され た。

　第 3 に特 性 へ の 動機づ け の 変動 は，確認 され なか っ た。これ は本調査で用い た方略 が学習活動
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レベ ル で の 動機づ け と，それ よ りも L位の英語授業へ の 動機づ けまで は高める こ とに成功 したが ，

よ り上位に ある特性へ の動機づ けまで を高める こ とが出来なか っ た こ とを意味 して い る。

　上述の 3 つ の レ ベ ル の 動機づ けの 上昇結果 を見る と，よ り ミク ロ な レ ベ ル の 動機づ けほ ど上昇

値が高い と言えよ う。 こ の 結果は ， Vallerand…amd 　Ratelle（2002）の 階層モ デル か ら説 明可能 で ある。

vallerandらは ， 動機づ けの 高ま る過程 の 1 つ と して，ボ トム ア ッ プ効果を提示 して い る 。 それ は

ある レベ ル の 動機 づ けが 高まる と， その 1 つ 上 の レ ベ ル の 動機 づ けが 連動 して 高ま る とい う考え

方で ある 。 こ の 考え方に沿 っ て本論の 結果を解釈する と ， まず動機づ けを高め る方略に よ っ て ，

学習者の 3 欲求が満た され ，その 結果，最 もミク ロ レ ベ ル の リス ニ ン グ活動 へ の動機づ けとス ピ

ーキ ン グ活動 へ の動機づ けが最も大きく上昇した 。そ し て その 影響を受けて
， 英語授業 へ の 動機

づ けがやや上昇 した 。 しか し教育的介入 の 効果は こ こまでで ，よ り上位の 特性 として の 動 機づ け

まで の 波及効果 は見 られ なか っ た ， と言え る。 （図 2 参照）。

　こ の よ うなこ とか ら， 海外 の 映画や ドラマ 教材を使 っ た コ ミュ ニ ケー
シ ョ ン主体の 授 業活動 と

い う方略 の 効果 は，学習者の 授業 中の リス ニ ン グ活動や ス ピーキ ン グ活動 へ の 動機づ けを高める

効果が あ り， 学習者 を授業に惹きつ けるこ とがで きる方略で あると言 えよ う。 その
一

方で ，
こ の

方略の 効果 は学習者 の 英語学習全般へ の 動機づ けを高める に は至 らな い とい う点で ， 効果は 限定

的だ とも言えよ う。

マ ク ロ

レ ベ ル

英語授業への

動機 つ け

特性 と し て の

動 機づ け

　　　 　　　　　　 　　　　図 2．本調査 で の 動機 づ けが高ま る過程

6．課題

　本調査の 課題と して ，以下の 5 点が挙 げられ る。

　第 1 に，本論 で は学習者の 動機づ けを高めるため の 理論的枠組み として SDT を用い た。しか し

他 に も動機づ け を高め る方法 を提 示 して い る理 論は あ り， 多様な理論 を戦略的 に取 り入れ なが ら，

動機づ けの 高め て い くこ とが重要 で あ る。

　第 2 に木論で は海外 の 映画 ・ドラ マ 教材 を用 い た コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 活動 を動機 づ けを高め る

方略 と して選択 した 。 こ れ は学習者 の 実態 を顕著に表す 自山記述デー
タ の 分祈結果 よ り導き出 さ

れ た方略で あ っ た 。 しか し他の 方略を選択す るこ とも可能で あ り，今後は よ り多様な方略の 効果

検証を行い なが ら， 研究蓄積 を して い く必要があ る。

　第 3 に本論は限 られ た調査 協力者を対象 に した 実践研 究で ある 。 結果 の
一

般化は容易で は ない

が
， 実践 の 積み 重ね に よ っ て

一
般化可能 陸を高めて い く試み は重要で あろ う。
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　第 4 に本論 で の 方略の 動機づ けを高 め る効果は，特 性 として の 動機づ けまで には波及 しなか っ

た
。

こ れは ，
こ の 方略を具体的な授業活動 レ ベ ル に落 とし込む際に 工夫を加 えるこ とで ， 学習者

の特 駐と して の 動機づ けを も高める方略に 改良する こ とも可能で ある か も しれ ない
。 今後もこ の

方 略 を改定 して い きなが ら， そ の 効果的運用方法 を検討す る必要があろ う。

　第 5 に本論で は授業活動 レ ベ ル の 動機づ け とし て ， リス ニ ン グ活動 とス ピ ーキ ン グ活動 を取 り

上げた が ，他 に も各活動や 読む活動 な ど， 多様な活動がある。こ れ らの 動機 づ けを高めて い く試

み も今後は必要 で あろ う。

7．注

1 以 降，単に方略 と記述す る際は，動機づ けを高める方略を指す 。 また，こ こで用い て い る 「方

　略」 と い う言葉は ， 学習方略に含まれる 「方略」 とい う言葉 とは異な る。 Ddmyei（2001）は動機

　づ けを高める方略を
“

methods 　and 　techniques　to　generate　and 　maintain 　the　learners’

　motivationi
’

と定

　義 して い る 。

2　内発 的動機づ けをさらに細分化 した場合の 概念 間の 弁別 性は，田中 （2005）の 検証的因子分析

　を用い た量的分析に よ っ て確保 され て い る 。

3 学習者の 個人差を捉え る切 り口 は多様 で ，その 選択 は関心相 関的に決定 され る 。 本論で ク ラ ス

　内で 動機づ けの 低い 群をターゲ ッ トに した の は ， 教師が問題視するこ とが 多い 学習者群で あ り，

　 教育実践に研究成果を還元 しやすい と判断 したた めで ある。

4　 自律性 とは，自身 の 行動が よ り自己決定 的で あ り， 責任感 を持 ちたい とい う欲求 ， 有能性 とは，

　 行 動をや り遂げ る自信や 自己の 能力 を示す機会を持ちたい とい う欲求，関係性の 欲求とは，周

　 りの 人や社会 と密接な関係を持ち，他者 と友好的な連帯感 を持ちたい とい う欲求 ， で ある。本

　 論で 自己決定理論 を用い る理 由は，第 1 に SDT は動機づ けを高 める要因 を明示 的に提示 して

　 い る点 ， 第 2 に 3欲求 は英謝 受業の 中に取 り入 れやすい要因で ある点，第 3 に 日本人英語学習

　 者 を対象に した調査 に よ っ て SDT の 理論的妥当性の 検証が進ん で い る点 （例えば，廣森 2003）

　 が挙げ られ る 。

5　 こ こで用 い た質問紙 とは ， 後述する測定の箇所で述 べ られ て い る質問紙で ある。

6　ク ラス 全体で は，特性 として の 動機づ けが M ＝4．89，Sl）＝1．03
， 英語授業 へ の動機づ けが M ＝3．67，

　 SD ＝ 1．06 で あ る。

7 本調査 で は授 業運 営に支障を与 えな い よ うに配慮 して質 問紙 の 項 目数 を抑 えた。

8 本研究は科学研究費 （課題番号 19820051）の補助 を受けた もの の
一
部で ある。
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